


人権教育の指針

互いのよさや可能性を発揮できる取組

一人一人が大切にされる授業

互いのよさや可能性を認め合える仲間

安心して過ごせる学校・教室

地域のひと・もの・ことや施設の活用

人権感覚を育成

目的に応じて

在り方生き方についての自覚

積
極
的
な
生
徒
指
導

学
校
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
に



学習意欲の向上

→ 信頼関係づくり

→ 学級だよりの役割

⇒「言葉で傷つき 言葉で癒される」



⇒「被害者から加害者へ」

様々な教育活動を通して，「人権」に目を向けたい。


